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はじめに

　2011 年 7 月に北方山草会有志により新ひ

だか町内でラン科フジチドリとされる植物を

調査した。この植物に関しては短い産地報告

はあるものの、詳細が報告されたことはない

ため、今回の調査内容をその後の文献調査

と併せて報告する。

これまでの経緯

　筆者のうち對馬は 1983 年にこの植物を発

見したが、道内の植物図鑑には記載されてお

らず未同定のままであった。1987 年に全国版

の図鑑によりフジチドリと同定したが、その

存在を公表することはせず、限られた人にし

か知らせていなかった。

　1992 年に東京山草会の三橋俊治氏を現地

案内し、同氏によって初めて北海道日高地方

にフジチドリが産することが報告された（三

橋 1992a,b）。

　これまで北海道内にフジチドリが分布する

ことを記載したものは、前述に井上（1996）

を加えた 3 件のみである。このうち、三橋

（1992a）の記載が新産地報告で、それ以前

に発行の図鑑ほか文献類に北海道の分布は

記載されていない。

本州の分布

　フジチドリは杉本順一氏により静岡県富士

山から始めて報告されている（sugimoto1926）。

sugimoto1926，杉本（1984）によると発見は

1919 年にさかのぼる。その後神奈川県（杉

本 1948、林ら1961）から報告があり、フォッサ・

マグナ要素の植物とされていた（高橋 1971）

が、近年になって秋田県（上野 1991、藤原ら

2000）、岩手県（上野 1991）、青森県 ( 上野

1991)、新潟県（新潟県 2001）から報告され

ている。山梨県はレッドデータブック（山梨

県 2005）に記載されているが詳細は不明で

あり、栃木県との記載（三橋 1992b）も見ら

れるが文献から詳細を知ることはできなかっ

た。

　各県等のレッドデータブックによると本種

の現状は次のとおりである。神奈川県は絶滅

（ただし再発見の可能性は大きい［神奈川県

植物誌調査会 2001］）、青森・岩手 ･ 秋田・

新潟の各県はカテゴリーの違いはあるがお

おむね絶滅危惧 IA 類（CR）相当、静岡県

は絶滅危惧 IB 類（EN）、山梨県は情報不足

（DD）、北海道と栃木県は記載がなく、分布

を確認していないという立場と思われる。な

お、環境省は絶滅危惧 IB類（EN）としている。

形態

　樹上に着生する多年生草本。直径平均

11mm（9 －11、n = 4）の塊根をもつ。葉は

基部に 1 枚あり狭披針形で長さ平均 38mm 

（30 － 49mm、n = 5）、幅平均 9 mm ( 7 －

12mm、n = 5)、先はやや尖り、縁が波打つ。

高さは平均 45mm (34 － 51mm、n = 3)。花

は通常淡紅色、まれに白色、長さ 5mm、幅
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